
―

交
通
遺
児
育
英
会
の
設
立
経
緯
と
主
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

石
橋　
１
９
６
０
年
代
は
高
度
成
長
と
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
交
通
事
故
被
害
者
が
急
増

し
て
い
ま
し
た
。
遺
児
の
母
親
た
ち
の
切
な
る

願
い
で
あ
る
高
校
進
学
を
支
援
し
よ
う
と
い
う

世
論
の
盛
り
上
が
り
と
国
会
決
議
を
経
て
設
立

さ
れ
た
の
が
交
通
遺
児
育
英
会
で
す
。
多
く
の

個
人
、
法
人
、
団
体
か
ら
の
ご
寄
付
に
支
え
ら

れ
、
56
年
間
で
５
万
８
千
人
余
に
累
計
５
８
４

億
円
を
貸
与
（
一
部
給
付
を
含
む
）
し
ま
し
た
。

主
な
事
業
と
し
て
、①
奨
学
金
の
無
利
子
貸
し

付
け
と
一
部
給
付
②
修
学
支
援
金
の
給
付
③
奨

学
生
の
指
導
・
育
成
④
学
生
寮
「
心
塾
Ⓡ（
こ

こ
ろ
じ
ゅ
く
）」
の
運
営
⑤
無
料
出
張
講
演
の

実
施
や
小
冊
子
配
布

－

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

一
力　
今
日
５
月
22
日
は
宮
城
県
民
が
絶
対

に
忘
れ
て
は
い
け
な
い
「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」

で
す
。
友
情
を
培
う
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
い
う

学
校
行
事
が
一
瞬
に
し
て
凄
惨
な
悪
夢
に
変

わ
っ
た
、
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
出
来
事

が
起
き
て
か
ら
今
日
で
20
年
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
飲
酒
運
転
や
交
通
事
故
は
今
も

絶
え
ま
せ
ん
。

２
０
２
４
年
に
宮
城
県
で
は
前
年
比
３
件
増

の
47
件
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
、
前
年
と
同
じ

47
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
飲
酒
運
転

事
故
は
39
件
あ
り
ま
し
た
。
車
の
自
動
ブ
レ
ー

キ
な
ど
の
技
術
が
進
む
一
方
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

安
全
意
識
高
揚
の
取
り
組
み
が
依
然
と
し
て
強

く
求
め
ら
れ
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
に
よ
る
事
故
が
増
え
た
り
、
交
通
手
段
や

技
術
の
進
展
に
よ
る
法
改
正
が
行
わ
れ
た
り

と
、
交
通
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
も
時
代
と
と

も
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

交
通
遺
児
育
英
会
に
お
い
て
は
、
交
通
遺
児

の
夢
や
可
能
性
を
応
援
す
る
と
い
う
志
を
貫
き

な
が
ら
、
設
立
以
来
の
56
年
と
い
う
長
き
に
わ

た
り
、
教
育
機
会
均
等
と
社
会
有
用
の
人
材
育

成
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
歩
み
を
お
伺
い

し
、
極
め
て
意
義
深
い
活
動
に
心
か
ら
敬
意
を

表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

―

交
通
遺
児
育
英
会
の
事
業
に
つ
い
て
詳

し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

石
橋　
変
化
へ
の
対
応
と
い
う
こ
と
で
は
、

奨
学
生
や
保
護
者
と
の
交
流
が
原
動
力
で
す
。

指
導
・
育
成
の
一
環
と
し
て
、
交
通
遺
児
家
庭

と
い
う
同
じ
境
遇
の
親
子
が
参
加
す
る
「
高
校

奨
学
生
と
保
護
者
の
つ
ど
い
」
や
、
保
護
者
向

け
の
「
語
ら
い
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
、
当
事
者

同
士
の
悩
み
や
夢
を
語
り
合
い
、
励
ま
し
合
う

機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
会
の
事
業

改
革
へ
の
要
望
も
生
の
声
と
し
て
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
す
。
例
え
ば
、
上
級
学
校
へ
の
進
学
受
験

費
用
補
助
の
見
直
し
も
、
お
母
さ
ん
方
の
「
こ

れ
ま
で
の
額
で
は
と
て
も
足
り
な
い
」
と
の
切

実
な
訴
え
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

本
年
度
か
ら
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

検
定
・
資
格
試
験
へ
の
補
助
を
拡
大
し
ま
す
。

以
前
か
ら
あ
る
英
語
検
定
試
験
へ
の
費
用
補
助

制
度
を
「
英
語
以
外
の
資
格
に
も
広
げ
て
ほ
し

い
」
と
の
要
望
が
あ
り
、
英
語
以
外
の
外
国
語
、

簿
記
、Ｉ
Ｔ（
情
報
技
術
）、
電
気
・
機
械
、
建
築
・

土
木
な
ど
に
も
分
野
を
広
げ
、
19
種
類
の
試
験

を
対
象
に
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
特
に
地
方

都
市
で
は
就
職
に
欠
か
せ
な
い
自
動
車
運
転
免

許
の
取
得
費
用
補
助
も
行
っ
て
い
ま
す
。

近
年
の
社
会
情
勢
変
化
へ
の
対
応
と
い
う
点

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
際
に
学
生
は
ア
ル
バ
イ
ト

先
、
親
は
パ
ー
ト
先
が
事
業
縮
小
し
、
大
変
苦

し
い
状
況
で
し
た
が
、
当
会
と
し
て
は
５
度
に

わ
た
る
支
援
金
の
給
付
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

声
を
上
げ
ら
れ
ず
に
い
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

問
題
に
対
応
し
、
当
会
の
奨
学
生
に
実
態
調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
11
％
が
現
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
状
態
に
あ
り
、
５
％
が
介
護
経
験
を
有

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
行
政
へ
の

相
談
や
支
援
制
度
の
利
用
が
で
き
て
い
な
い
事

例
も
あ
り
、
各
地
の
異
な
る
制
度
を
当
会
で
も

調
べ
て
情
報
提
供
す
る
な
ど
、
支
援
を
強
化
し

ま
し
た
。

一
力　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
は
、
誰
に

相
談
し
て
良
い
か
分
か
ら
ず
に
い
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
中
で
、
奨
学
生
の
実
情
を
く
ん
だ
対
応
に

踏
み
出
せ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
交
通
遺
児

育
英
会
と
遺
児
家
庭
の
信
頼
関
係
が
し
っ
か
り

し
て
い
る
証
し
と
受
け
止
め
ま
し
た
。

―

安
全
な
交
通
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

石
橋　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
意
識
の
向
上
、

交
通
事
故
減
少
へ
の
寄
与
を
目
的
に
無
料
出
張

講
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。
東
京
と
関
西
の
学
生

寮
「
心
塾
」
の
奨
学
生
が
交
通
遺
児
と
し
て
の
、

主
に
お
母
さ
ん
方
が
保
護
者
と
し
て
の
事
故
被

害
体
験
を
お
話
し
し
ま
す
。
自
動
車
学
校
の
教

官
研
修
会
、
運
輸
・
タ
ク
シ
ー
会
社
、
高
校
の

交
通
安
全
講
習
な
ど
全
国
か
ら
要
請
が
あ
り
、

昨
年
は
34
回
実
施
し
ま
し
た
。
講
演
記
録
を
ま

と
め
た
小
冊
子
も
制
作
し
、
交
通
遺
児
や
保
護

者
の
苦
労
や
頑
張
り
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
い

た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
第
二
集

の
タ
イ
ト
ル
「
ハ
ン
ド
ル
の
重
み
は
命
の
重
み
」

は
、
交
通
事
故
で
夫
を
失
っ
た
あ
る
お
母
さ
ん

の
言
葉
が
元
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
力　
交
通
事
故
の
悲
惨
さ
、
飲
酒
運
転
の

罪
深
さ
、
技
術
や
法
律
の
面
で
の
交
通
社
会
の

変
化
は
、
報
道
機
関
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
し
っ

か
り
と
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
地
域
社
会
へ
の
訴
え
か
け
と
し
て
は
、

宮
城
県
警
、
宮
城
県
、
河
北
新
報
社
の
３
者
が

14
年
に
結
ん
だ
交
通
安
全
連
携
協
定
に
基
づ

き
、
県
内
の
賛
同
企
業
・
団
体
と
と
も
に
「
み

や
ぎ
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に

基
づ
く
啓
発
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
20
年
前

に
あ
れ
ほ
ど
悲
惨
な
事
故
が
あ
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
宮
城
県
で
は
東
日
本
大
震
災
の
直
前
の

11
年
１
月
に
も
、
登
校
途
中
の
高
校
生
の
列
に

飲
酒
運
転
の
車
が
突
っ
込
み
、
１
人
が
亡
く
な

り
、
２
人
が
重
軽
傷
を
負
う
事
故
が
起
こ
り
ま

し
た
。
社
会
全
体
が
飲
酒
運
転
を
絶
対
に
許
さ

な
い
と
い
う
機
運
が
高
ま
る
よ
う
に
、
さ
ら
に

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

啓
発
と
い
う
意
味
で
は
、
新
た
な
交
通
ル
ー

ル
の
周
知
徹
底
が
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
と
感
じ

ま
す
。
昨
年
11
月
の
道
交
法
改
正
で
自
転
車
の

酒
気
帯
び
運
転
や
走
行
中
の
携
帯
電
話
使
用
に

罰
則
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
電
動

キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
飲
酒
運
転
や
人
身
事
故
が
起

き
て
い
ま
す
。
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
厳
罰
化

も
進
む
で
し
ょ
う
。
交
通
社
会
の
一
員
と
し
て

「
知
ら
な
か
っ
た
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
」
の
が

交
通
ル
ー
ル
で
す
。
私
自
身
も
学
び
続
け
た
い

で
す
し
、
お
話
に
あ
っ
た
「
ハ
ン
ド
ル
の
重
み

は
命
の
重
み
」
と
の
言
葉
を
し
っ
か
り
と
胸
に

刻
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
進
行
役
は
永
山
ゆ
み
河
北
新
報
社
取
締
役
営
業
局
長
）

ハンドルの重みは 命の重みハンドルの重みは 命の重み
交通事故・飲酒運転ゼロに

　中学１年の秋に父が亡くなりました。私
は４人きょうだいの３番目で、「この先どう
なるのか」という不安な気持ちになったこ
とを覚えています。
　私は小学校入学前から水泳を続けて
いて、水泳部のある高校に進みたかった
のですが、その学校は私立です。経済的
に大丈夫かと心配する私を、母は「希望の
進路を大切にしなさい」と励ましてくれま
した。
　そんな母に自分ができることを考え、
公務員の就職に強い大学へ進みまし
た。目標は消防士。１年の冬に防災士の
資格を得ました。この先も各地で起きる
と予想されている地震や災害の時に、他
人の役に立てる存在になりたいと思って
います。
　幼いころ身体が弱かった私に水泳を勧

めたのは父です。高校総体には届きませ
んでしたが、今も大学選手権を目標に水
泳を続けていられるのは、さまざまな支
えがあってのことです。部活、授業、アルバ
イトと、日々忙しい大学生活ですが、卒業
までにトライアスロンの大会に出たいと
思っています。父がトライアスロンをやっ
ていたことを母から聞き、自分もやってみ
たいと思ったのです。
　部活が忙しく、交通遺児育英会の交流
行事に行けなかったので一言。これから
制度利用を考えている皆さんは、どうか
自分の夢や目標を大切にして、積極的に
制度を生かしてください。私も、奨学金だ
けでなく、特に地方での就職には欠かせ
ない自動車運転免許取得費用補助を活
用しました。お世話になった分、恩返しで
きる大人を目指します。

　公益財団法人交通遺児育英会は１９６９年の設立以来、自動車やバイクの事故で親が亡くなったり重度
後遺障害を負ったりした子どもの支援を続けてきました。今日は宮城県の「飲酒運転根絶の日」。多賀城
市で２００５年５月22日、飲酒運転・信号無視の暴走車が横断歩道を渡っていた高校生の列に突っ込み、
３人が死亡、15人が重軽傷を負った事故を契機に制定されました。交通遺児育英会の石橋健一会長と
河北新報社の一力雅彦社長が、飲酒運転根絶や交通事故防止、交通遺児支援について語り合いました。

　仙台市　髙橋 安久里 さん　大学２年

広告

企画・制作／河北新報社営業局

夢を大切に、恩返しできる大人を目指す

プロフィール／1942年生まれ。北海道大学工学部卒業
後、日新製鋼入社。呉製鉄所エネルギー技術課、本社
人事部などを経て、96年交通遺児育英会出向。事務
局長、専務理事、理事長を経て2023年より現職。

交
通
事
故
遺
族
の
願
い
を
形
に

教
育
機
会
均
等
を
目
指
し
て

進
学
受
験
や
資
格
試
験
補
助

社
会
背
景
に
合
わ
せ
支
援
拡
大

交
通
ル
ー
ル
の
周
知
徹
底

社
会
全
体
で
飲
酒
運
転
根
絶
を

公益財団法人  交通遺児育英会 会長 石橋 健一 氏 河北新報社   代表取締役社長 一力 雅彦 氏

プロフィール／1960年生まれ。河北
新報社編集局長、代表取締役
専務などを経て2005年から現
職。宮城県仙台市出身。

奨 学 金 の
利用者の声

奨学生への修学支援金、補助金を大幅に拡大
在学中に取得することができ、進学・就職などに有利な各種資格の取得費用補助について、
奨学生や保護者からの要望を受け、2025年（令和7年）4月1日から大幅に拡大しました。

分類

簿記

IT

建築・
土木

その他

日本商工会議所

マイクロソフト

(一財)不動産適正
取引推進機構

(公社)調理技術
技能センター

日商簿記検定試験

マイクロソフト オフィス
スペシャリスト（MOS）

宅地建物取引士
(宅建)

調理師試験

1級､2級､
3級､初級

上級レベル
 （エキスパート）

主催 試験名称 概要

上記をはじめ、医療系、IT係、電気・機械、建築・土木、ファイナン
シャルプランナー技能試験など、各分野の主要な19の資格を補助
対象として拡大。受験回数、金額に上限を設けず全額給付。

種類

フランス語

ドイツ語

スペイン語

中国語

（公財）フランス語教育
振興協会

（公財）ドイツ語学
文学振興会

（公財）日本スペイン
協会

（一財）日本中国語
検定協会

実用フランス語技能
検定試験（仏検）

ドイツ語技能検定
試験（独検）

スペイン語技能検定 

中国語検定試験
（中検） 

1級､準1級､2級､準2級､
3級､4級､5級 ・年2回

1級､準1級､2級､3級､
4級､5級 ・年1回

1級､2級､3級､4級､
5級､6級 ・年1～2回

1級､準1級､2級､3級､
4級､準4級 ・年3回 

主催 試験名称 概要

英語検定試験補助のほか、上表フランス語、ドイツ語、スペイン語、中国語、韓国語、
ロシア語、イタリア語の7言語（13検定対象）を追加（上記は一例）。受験回数や費
用に上限は設けず全額給付。

今日5月22日は宮城県「飲酒運転根絶の日」です。

交通事故ゼロ、飲酒運転ゼロを目指して、無料出張講演を行っています。

交通遺児育英会は、50年以上にわたり、保護者が交通事故で亡くなったり、重度の後遺
障がいのため、経済的に修学が困難になった子どもたちに、高校や大学・専門学校など
への進学を支援し続けています。修学を終えると、社会に役立つ人材として羽ばたいて
いきます。私たちの活動は大きく5つの事業で成り立っています 。

❶奨学金の無利子貸与(一部給付)
❷奨学生の指導および育成と交流
❸学生寮「心塾 ®(こころじゅく)」の運営

bokinka@kotsui j i .com 

交通遺児育英会 検索募金課

〒102-0093   東京都千代田区平河町2-6-1  平河町ビル3階

（平日9：00～17：30）0120-521285

交通遺児や保護者の方の体験を視聴いただくことは、交通安全の大切さを実感する絶好の機会となります。ぜひ、お問合せください。

❹修学支援金の給付
❺交通安全推進運動への
　協賛・協力、無料出張講演等

河北新報
令和7年5月22日掲載


